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応募資格

（公財）経団連国際教育交流財団

主催

（株）ディスコ

運営協力

将来、日本企業の国際的な事業活動において、グローバルに活躍する意志を持った学生を対象として奨学生を募集します。海外留学・研修を通じて
培った力を日本企業のグローバル・ビジネスに活かしていきたいと考えている、チャレンジ精神のある学生の皆さんの応募をお待ちしています。
特に、過去に一度も海外経験がなく、初めて海外に出て自分の力を試してみたいと思っている方、理工系、社会科学系の専門領域で勉学に励んで
いる方、スポーツやボランティア活動に熱心な方など幅広い応募を歓迎します。

2018年度生募集に応募するみなさんへ

現在の専攻や打ち込んでいる課外活動
が、希望する留学とどのようにリンクする
のか、また、留学中の経験が、帰国後の
自身のキャリアビジョンにどうつながる
と考えているか。スカラーシップの選考
にあたって、この2点を深く再考したこと
は、自分が将来どういう人間になり、国際
社会に何を貢献していくべきかを見つめ
直す、とてもよい機会になったと感じて
います。

応募資格の各項目については、下記URLにアクセスし、詳細をご確認の上、ご応募ください。
下記の奨学生募集対象大学・大学院に、留学期間中も在籍していること。

北海道大学、東北大学、筑波大学、埼玉大学、千葉大学、東京大学、東京医科歯科大学、東京外国語大学、東京海洋大学、東京藝術大学、東京工業大学、
お茶の水女子大学、一橋大学、横浜国立大学、長岡技術科学大学、新潟大学、信州大学、静岡大学、名古屋大学、豊橋技術科学大学、金沢大学、
京都大学、京都工芸繊維大学、奈良先端科学技術大学院大学、大阪大学、神戸大学、岡山大学、広島大学、九州大学、長崎大学、熊本大学、宮城大学、
国際教養大学、首都大学東京、大阪市立大学、北九州市立大学、国際大学、学習院大学、慶應義塾大学、国際基督教大学、芝浦工業大学、上智大学、
聖路加国際大学、中央大学、東海大学、東洋大学、日本女子大学、法政大学、明治大学、早稲田大学、立教大学、創価大学、中京大学、京都産業大学、
同志社大学、立命館大学、関西学院大学、神戸学院大学、福岡大学、立命館アジア太平洋大学                                    以上 60校（2017 年 6月時点）

（1）下記URLにアクセスし「応募登録」ボタンより、必要事項を入力し、応募の登録を行ってください。
応募受付期間：2017年7月12日（水）～9月19日（火）
URL  http://idc.disc.co.jp/keidanren/scholarship/

（2）10月上旬の書類選考（第一次選考）と11月下旬の面接（第二次選考）により、選考いたします。

募集対象校

応募方法および選考方法

【奨学金を受けて留学する学生へのサポート】

1 渡航前に、課題共有会を開催し、各自の留学に向けた課題を共有

2 留学中、SNS等を活用して、現地での生活や大学での学業等について報告を受ける
とともに、将来の進路などについて企業関係者や財団事務局が助言

3 帰国後、合同就職説明会・面接会（経団連グローバルキャリア・ミーティング、来年
夏開催予定）に優先的に案内

派遣生への支援

URL：http://idc.disc.co.jp/keidanren/scholarship/詳細・申し込みはこちら

経団連 グローバル人材育成 スカラーシップ

帰国生からのメッセージ 2017年度奨学生の声～留学に向けて

課題共有会の様子

高い専門知識だけを身に付けるための留学でなく、吸収したものを発信できる「外向き志向」の
人材になることができるよう、留学中は積極的に周囲の人たちと交流していきたい。

本スカラーシップを得た留学では、自分の「できるレベル」に妥協してしまうことを絶対にしない！
間違えることも壁にぶつかることも貴重な経験、いまの自分を超えて日本に帰ってきたい。

この奨学生選考を通して知り合うことができた同期生はみな「同志」。留学先や専攻、バックボーンはそれぞれ
異なるが、日本を飛び出し、世界各地で見聞を広め、その経験を活かして、活躍できる人材になりたい。

アウェイの環境で「自分」を育み、外から「自国」を知ることを意識した生活を送りたい。この留学では、
将来に活かせる「異文化対応力」・「コミュニケーション能力」を高めたい。

募集人数 支給内容

※使途は限定せず、留学中に自己研鑽や見聞を広め多様な経験を積むための資金とする。

30名程度 一人100万円の奨学金を支給


